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【目的】これまでに本研究室では 3本鎖ロイシンジッパー構造を基に設計 合成し
た ZIP タグ－プローブペアを用いて細胞表面の膜タンパク質の蛍光イメージング
に成功している。本研究では細胞内に発現しているタンパク質の挙動を蛍光イメ
ージングによって観察するために，膜透過性を付加した合成プローブ分子を利用
した新規タグ―プローブペアの開発を行った。
【方法】環境応答性蛍光色素をもつプローブにオクタアルギニン配列を導入して
細胞膜透過性を付加した。プローブペプチドは Fmocペプチド固相合成法により合
成した後、蛍光滴定実験によりタグとの結合親和性を評価した。細胞内でのタグ
―プローブペア形成は、タグ配列を付加した標的タンパク質を哺乳類細胞で発現
する系を用いて共焦点顕微鏡により確認した。
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